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研究要旨 

がん専門相談員が、小児がんの子どもたちの就学の支援を行うときに、知っておくとよい背景知識や

具体的な支援の基本的な考え方をまとめた『がん専門相談員のための「小児がん就学の相談対応の手引

き」』に必要な要素について検討を行い、手引きの作成を行った。 

小児がんの就学において重要な連携すべき専門家である特別支援教育の専門家らと共に、就学の支援

に関して、相談員や病院のスタッフが知っておくべき要素の検討を行い、全体の構成案を作成した。構

成案として、なぜ子どもにとって就学が大事であるのかを基本軸とするとともに、現場で使いやすい手

引きとするために Q&A 集や地域で連携、相談できる特別支援学校（病弱）一覧についても掲載すること

とした。 

就学の支援は、地域のさまざまな関係者とともに進めることが大切である。小児がんの就学のための

支援の拠点となる小児がん拠点病院の相談支援センターとして、地域内のさまざまな関係者とともにあ

るべき方向を見極めながら、地域の就学の支援を充実させていくためのきっかけとなるためにも、共通

に学べるツールは必要である。この「手引き」が、相談支援センターまた、地域の教育機関の連携の橋

渡しにできるよう活用すると共に、さらなる内容の改善と工夫が今後も求められている。 

 

 

 

 



A.研究目的 

小児がん患者とその家族が安心して適切な医療

や支援を受けられるような環境の整備を目指して、

平成25年2月に全国で15の小児がん拠点病院（以

下、拠点病院とする）が指定され、相談支援セン

ターが置かれることになった。相談支援センター

では、「院内外の小児がん患者及びその家族並びに

地域の住民及び医療機関等からの相談等に関する

体制を整備すること」が求められている（小児が

ん拠点病院の整備に関する指針 平成 24年 9月 7

日）。 

相談支援センターのがん専門相談員の役割は、

標準治療法等に関する一般的な情報の提供、地域

の医療機関や医療従事者に関する情報収集や提供、

小児がん患者の発育や教育、療養上の相談など、

非常に多岐にわたる。中でも学校教育は、子ども

にとってとても大切な生活の一部となるとともに、

育ちの場となる。がん専門相談員は、どのように

小児がんの子どもたちの就学に関する支援をして

いくか、支援することができるのかを知っておく

ことが必要である。 

しかし一方で、非常に支援する際の背景の幅の

広さから、多くの相談員にとって苦手意識を生む

要因になっている可能性があること、また地域や

医療スタッフごとに異なる対応がなされている可

能性が高いことが示唆された。今後小児がん相談

支援センターでの対応が全国で均てん化されるた

めにも、小児がんに関する就学の支援についての

概要を明らかにし、相談員が支援方法を学べるツ

ールが必要であると考えられた。 

そこで、がん専門相談員が、小児がんの子ども

たちの就学の支援を行うときに、知っておくとよ

い背景知識や具体的な支援の基本的な考え方をま

とめた『がん専門相談員のための「小児がん就学

の相談対応の手引き」』に必要な要素について検討

を行い、手引きの作成を行った。 

 

 

B.研究方法 

 小児がんの就学において重要な連携すべき専門

家である特別支援教育の専門家らと共に、就学の

支援に関して、相談員や病院のスタッフが知って

おくべき要素の検討を行い、全体の構成案を作成

した。 

 

C.研究結果 

 構成案として、単に就学の支援を盛り込むので

はなく、なぜ子どもにとって就学が大事であるの

かを基本軸として、手引きを作成することとした。

また、教育制度等の難しさ（難しいという印象）

や現場で使いやすい手引きとするために、Q&A 集

として見やすくするとともに、地域で連携したり、

相談できる特別支援学校（病弱）一覧についても

掲載することとした。 

 

『がん専門相談員のための「小児がん就学の相談

対応の手引き」』構成案 
はじめに  
１．病気の子どもにとっての教育の意義を理解する  
１）入院中の子どもにとっての医療と教育  
２）病気の子どもが抱える心理社会的困難  
３）入院中に教育を受ける意義  
４）退院後の生活を視野に入れた関わり  
５）医療と学校教育の連携  
２．小児がん拠点病院と相談支援センターに求められる役

割  
１）小児がん拠点病院の設置  
２）相談支援センターとがん専門相談員の役割  
３）小児がん拠点病院の相談支援センター期待される地域

における役割  
３．病気療養中／入院中・退院後の教育の制度や体制を知

る  
１）日本の教育制度  
２）病気療養児に対する教育  
３）特別支援教育と特別支援学校  
（１）特別支援教育とは  
（２）特別支援学校とは  
（３）特別支援コーディネーターとは  
４）特別支援教育における「病弱・身体虚弱教育」  
５）病弱教育の意義  
６）「多様な学びの場」～病弱教育の形態  
７）特別支援学校の“センター的機能”の活用  
４．就学の支援方法の実際を知る  
１）就学・復学の支援  
（１）入院したときから始める就学／復学の支援  
（２）入院時の支援  



（３）復学の支援  
２）受験・進級の問題への支援  
（１）高校受験  
（２）「浪人する」という選択  
（３）高等学校への進学について  
（４）大学への進学について  
３）転校するときの支援  
（１）小学校・中学校への転校  
（２）高等学校への転校  
４）就学前の支援  
５．就学の支援に関する Q&A  
６．特別支援学校（病弱）一覧  
終わりに（編集後記）  
編集・執筆者・協力者一覧  

D.考察 

病気の子どもたちの就学の支援が、多くの医療

関係者にとって難しいと感じられる原因として、

それぞれの自治体毎に定められている地域の教育

の体制により、病気療養児に対する教育の考え方

や対応が異なること、小児がんの疾患の特徴とし

て、入院当初から療養が長期になることが想定さ

れ、入院した時点で、速やかな療養と教育のコー

ディネートが求められること、また、本人にとっ

ても保護者にとっても、がんという疾患の診断を

受けたことは大きな衝撃であることにより、本人

および家族全体の生活が大きな影響を受けること

があげられる。 

就学について適切な支援を行うには、このよう

に多様に揺れ動く状況の中で、疾患の状態、治療

の状況、通常の生活環境とは違う地域で治療をす

るという不安や不慣れな状況に子どもや家族が置

かれていることも考慮して、その子どもの発達段

階に合わせた速やかな対応が求められる。そのた

め多くの場合、就学の支援は、ケースバイケース

で対応となる。 

またケースバイケースの対応が求められるから

こそ、支援する側は、基本的なことを押さえてお

くことが必要である。病気の子どもにとっての学

校の意義や意味を理解し、基本的な教育の制度や

体制を理解し、活用できるようになること（病弱

教育とその対応をだれがどこでどのように対応し

てくれるのか）、そして教育側の就学の相談窓口や

コーディネーターとうまく連携することが求めら

れる。 

E.結論 

就学の支援は、地域のさまざまな関係者ととも

に進めることが大切である。小児がん拠点病院の

整備に関する指針は、都道府県知事に対して出さ

れている。つまり、患者が全人的な質の高い小児

がん医療及び支援を受けることができる体制をつ

くるために、小児がん拠点病院を整備することが

各都道府県に求められている。このたびの拠点病

院は、地域ブロックごとの体制づくりを考慮した

指定が行われている。したがって都道府県単位だ

けでなく都道府県を越えた連携やそのための体制

をつくっていくことも必要である。 

小児がんの就学のための支援の拠点となる小児

がん拠点病院の相談支援センターとして、地域内

のさまざまな関係者とともにあるべき方向を見極

めながら、地域の就学の支援を充実させていくた

めのきっかけとなるためにも、共通に学べるツー

ルは必要である。この「手引き」を、相談支援セ

ンターまた、地域の教育機関の連携の橋渡しにで

きるよう活用すると共に、さらなる内容の改善と

工夫が今後とも必要である。 
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